
            境界 に立つ シ ョーペ ンハ ウアー

     ― ボブ ロフスキーの短 編 『窓辺 の若い紳士』について ―

                                  永 畑 紗 織

1.は じめに

 『窓辺の若い紳士(」面g礎 血r躍 η、陥船劒 』(GWN73.76)は 、1963年 にヨハネス ・ボ

ブロフスキー(1917l1965)に よつて書かれた短編である。主人公である若い紳士の姓は作品中

では明かされないが、クラウス ・ヴァーゲンバッハに宛てた1963年12A18日 付けの手紙で、

作者自身が 「若きショーペンハウアーの人生の数分間」(GW VI,329)を 題材にした短編を書い

たことを伝えているし、作中で挙げられている麹 ・紳士のファーストネームからも、この若レ紳

士のモデルが哲学者アル トゥール ・ショーペンハウアー(1788・1860)で あることは明らかであ

る。

 この短編は、父の自殺後のショーペンハウアーの内的独白として描かれている。実際のこの哲

学者の父の死は、事故死であるか自殺であるか不明であつたようだが、ボブロフスキーは、それ

が自殺であつたものとして、この短編を書き進めている。その他、自殺の方法など細かい点につ

いては、伝記的事実に変更を加えてある。歴史上のショーペンハウアーと完全には重ねられない

ようにすることで、無用な批判や誤解を招くことを避けようとしたのかもしれない。とはいえ、

この短編の主人公の状況は実在の哲学者のそれと概ね一致している。本文中に書かれたナポレオ

ンに関する記述と実在の彼の父の没年から、舞台は1805年 ということが分かる。このことと実

在の彼の生年から、おそらく、主人公である若い紳士は17歳 であると推定される。

 『窓辺の若い紳士』の主人公は、窓辺に立って父が自殺した場所である倉庫の切妻壁を見てい

る。天窓から差 し込んだ光によって首を吊っている父を発見したときの記憶が、主人公の脳裏に

蘇る。彼は父の自殺の原因のひとつが母だったと思つている.髪 にリボンをつけたこの母に、切

妻壁が落ちることを彼は想像する.それは、父を死へ追いやつた母への復讐の妄想である。だが、

切妻壁が落ちることはない。父の死をめぐるスキャンダルが街中を駆け巡っている。母と妹はこ

の地を去ることになつている。彼もおそらくその後を追うだろう。というのがこの短編のあらす

じである。

 ボブロフスキーの死後12年 が経過した1977年 になつて出版された彼の風輯寺集 『文学風土
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一 四行 よ りな るま った く新 しいクセー ニエ ン(Literarisches Iﾟvna-Ganz neue Xenien
,

吻 戯 θ.4雌動 瑚g)』 には、『シ ョー一ペンハ ウアー(Schopenhauer)』(GW I,233)と い うタ

イ トル の以 下の ような詩が収 め られてい る。

  いや、 ぼ くは 「あんた」 とか言 うのはあま り好 き じゃ ない 、ただ しあんたに な ら

  喜 んでそ うしただ ろ うな、最高の ドイ ツ語 を読 んだか らね、敬 愛す る あんたの本 で。

  それ に、同郷ではあ るけど、ぼ くとあんたの意 見は違 うほ うがいいなって

  ぼ くは思 ってるよ ― 乾杯!

 シ ョーペ ンハ ウアー の ドイ ツ語 を称 賛 してい るのは、ほか に褒 めたい点が ない こ とをほのめか

す ためであろ うか。1意 見の相違を願 つている ことか ら分 か るよ うに、ボ ブロフスキーは、シ ョ

ー ペンハ ウアー思想 には憾凝 的な立場だつたわ けである。共感 できない人物 を主人公 のモデル に

して、彼 はいつたレ何 をこの短編の 中に描 きこも うとしたのか。

Adelsba(hは 、この短編のテーマは 「社会 が主 人公 に突 きつ ける要求 と却 稼 としての要望 と

の葛藤」2で あるとした。裕 福な商人 であつたシ ョーペ ンハ ウアーの父は、息子 が 自分 の跡 を継

い で商人 となる ことを望んでいたが、彼 自身は 、大学へ進学 して勉強 したい と思 つてい た。 この

伝記 的事実 に、ボブ ロフス キーは 自分 自身の現状 を重 ね合わせ たのだ。社会 の要求 に従 うこ とと

芸術家 として 自らが為 したい ことを為す こととの葛藤 、それ は確か に この作品のテーマ のひ とつ

と言 えよ う。Degenも 、情熱 としきた りの間で葛藤す る個人 を描 いた もの として この短編 を扱 つ

て いる。3

 だが、一見 「個人的な レベル 」4の 話 に思 われ る この短編 は、歴 史的な レベル の題材 を扱 つた

もので もあるのでは ないだろ うか。結論を先取 りして具体的 に言 うと、この短編 には第 二次 大戦

の敗 戦に よ り故 郷か らの立ち退 きを強い られ た東方 ドイ ツ人た ちの心理 が描 かれ てい るの では

ないカ㌔Wiecwrekも 同様の立場か らこの作品 を論 じているが、論 が実質二頁 と非常 に短 いの も

本稿では以下のテキス トを使用する。Bobmwski, Johannes=Gesammelte Werke. Hrsg―wn Eberhard Haufie.

Stuttgart 1987-1999.(略 記号GWに 巻数 と頁数を付記)な お、 V・VI巻 目は注釈書になっている。
1シ ョーペンハウアーの文章については、カフカも 「シ ョーペンハ ウエルは言語の芸術家です。そこに彼m●

 想が生まれるのです。ことばということだけなら、彼は無条件に読むべきです」と述べている。グスタフ ・

 ヤノーホ 『カフカとの対言刮(吉 田仙太郎 訳)筑 摩 書房2000年 、151頁 』
2Aderbach , Eva:iI//   Widmungstexte an Dichter und K�stler des 18. dahthunderts.

 Dialogizit舩 undlntertaxtualit舩 Saarbr�ken 199q 5.153.
3Degen

, And肥as:Bildged臘htnis― 距 μ短鋤 θη鯉 伽der Sinneswahrnehmung im Pensaレwerk

 Johannes」Bb占戦フ曲. Berlin 2004,5.160.
4Degen

, S.160.
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あ つて細 かい点 について の議論 は―-JJなされ ていない。5本 論考では、短編 『立ち去 りたい』 を

・は じめとす るボブ ロフスキー の他 の作 品や実 在のシ ョーペ ンハ ウアー について の伝記 的事実 を

参照 しなが ら、先 に述べ た よ うな立場 か ら 『窓辺の胤 ・紳士』を読み解 くことがで きることを論

証 したい。

2― 窓 ・光 ・白い リボ ン ・立ち去 り ・復讐

 『窓辺 の若 レ紳 士』 は、1963年 の9月 頃に書かれ た と推測 されてい るが、その一力Aほ ど前

に完 成 した作品に、『立 ち去 りたい 一 七つ の声のた めの物語(lch willfriztgehen-Err臙lung

f�sieben Stimmen)』(GW IV 61-67)が あ る。 この戯 曲形式の短編の 中のヘル ミーネ とい う

少女 が登場す る場 面は、一頁 程の短 いものであるが、『窓辺の若 レ紳 士』 と共通す るモチー フを

複数 孕んでいる。「窓(Fenster)」 、「光(Licht)」 、「白い リボン(lauter weiﾟe S(;hleifen/das weiﾟe

Seidenband)」 、 「立ち去 り(Fortgehen)」 がそ うで ある。そ して 、『窓辺の若 い紳士』 には言葉

と しては出て こない ものの、 「復讐 」 とい うモ チー フ も両作品に隠され てい る。作品成立時期 の

近 さに鑑 みれば、これ らのモチー フの一致 は、決 して偶然 ではな く意図的 に為 された ものだ と考

えるのは、不 自然な こ とではあ るまい。

 また、『窓辺 の線 ・紳士』 は、主 人公 であ る若 い紳士が 「五つか六つ の声」、 「割 り当て られ た

役」 であ る 「君 た ち」に向か つて話 しかける とい う形 式を とつている。 この君た ちは 、 「君 たち

が それ を歌 うのを期待 しない こと」な どの文か ら読 み取れ るよ うに、本来 は歌 うこ とを望 まれ て

い る。何 の歌をか と言 えば、この短 編の冒頭に挙げ られている 「世よ、 さらば、我 は汝 に倦 みた

り」 とい うフレー ズで始ま る五声合 唱のた めのモテ ッ トを、で ある。 この 曲が五声合唱用 である

に もかかわ らず、 「五つか六っ の声!と しているのは、七 つの声のための物語であ る 『立 ち去 り

た い』 との関連 を匂 わせ るため とも考え られ る。 六つ の声に主人公の 声をプ ラスすれ ば、『窓辺

の若 い紳 士』も七つ の声のた めの物 語 とな る。このよ うに、このふたつ の短編 は意 図的に関連付

け られてお り、そ のた め、 『窓辺 の若 い紳士』を読む際に 『立 ち去 りたい』 を比較参照す る意義

は十分にあ ると言 えるだろ う。

2l1.『 窓辺の隷 ・紳 士』 での描 かれ方

 先に挙げたモチー フの一致 に何 が隠 されてい るかを探 るた めに、まず 、これ らのモ チーフが 『窓

辺 の若い紳士』 には、 どの よ うに登 場す るのかを見てい こう。

  「窓」は、そ のタイ トルか らも分 か るとお り、主 人公で ある若 レ紳 士のす ぐ目の前 にあ る。彼

JWiecwrek
, John P:艶 血耀θηSaunafra and SrxiaGsm. The I,ife m Works ofdohannes Bobrowsld

 Amsterdam 1999,5.175-178.
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は部屋 の窓か ら倉庫 の切 妻壁 を見 ている。窓の外 には霧。霧 が晴れ た ときに彼は切妻壁 を見 るこ

とがで きる。この短編 中では倉庫の屋 根裏で父が 自殺 した こ とになつてい る。っ ま り、切妻 は父

が 自殺 した場所 を示 唆 して いる。それは死へ の憧れ を持 ちなが ら死 ぬ ことができない若 い紳 士に

とつては、憧れ の場所であ る。父の記憶 と結びつ く思い 出の場 所 とも言 えるか もしれ ない。切妻

が手の届かない ところにあるの と対照的 に、窓は 「ここにい る限 りは、これ は僕 の窓」 と二度繰

り返 されてい る ように、 自分 の ものであるこ とが強調 されて いる。 そ の一方 で、 「ここに僕 は留

ま りは しないだ ろう」と言 つている ように、窓はいつ かは 自分 のものではな くな るこ とがほのめ

か されてい る。

 「光」は、主人公が 自殺 した父 を発 見す る場 面に登場す る。天 窓か ら差 し込む光 にはっ として

立 ち止 まる と、 「影が光 の筋を遮断 しているわきの方 にあの男 がぶ ら下がつてい る」。 「あの男 」

は、 「首吊 り男」、 「自らの首を 吊った男」、 「市参 事会議員 」6と 言 い換 え られ 、その次 によ うや

くそれが 「父 」であ ることが明か される。影 の方 にあ る真実 が、光 で徐々に明 るみ に出 され るの

で ある。

 絹製の 「白い リボン」を髪 につけてい るのは、主 人公 の母 ヨハ ンナ ・シ ョーペ ンハ ウアー(旧

姓 トゥロジーナー)で ある。ただ し、 この短編 中 には 「母」 とい う言葉 は一度 も出て こない。彼

女 は、まず 「未 亡人」 とい う言葉で表 現 され 、そ れが 「トゥロジーナー家の者」 と言 い換 え られ

て いる。 この ことに よつて のみ、シ ョーペ ンハ ウアー の母の 旧姓 を知 らない読者 は、 この 「トゥ

ロジーナー家 の者」が死ん だ父の妻、っま り若 い紳土 の母 だ と知 るこ とができ るので ある。 この

最初の 「未 亡人 」とい う呼び方 と 「その人物」とい った表現 を除けば、彼 女は繰 り返 しず つ と 「ト

ゥロジーナー家 の者」 と呼ばれ続 け る。

 彼女 が着 けている リボンへ の言及 があ る箇所 を見 てみ る と、 「そ の人物 は少 しくる りと向 きを

変 える、髪 には 白い絹の リボ ン、その リボ ンで暗 闇の 中で もそれ が トゥロジーナー家 の者だつて

分 かる、今 は黒いのに替えている」 とあ る。黒い リボ ンに替 えてい るのは喪 中だか らであ ろ う。

この母親 は、彼 女の夫の 「自殺に対 して無実では ない」者 と して描かれ ている。 どの よ うな 自殺

の原因 を彼女 が作つ たかは、この短編 中には書かれ てい ない。実在の シ ョーペ ンハ ウアーの伝記

的 事実7に よる と、大富豪だ つたハ イ ンリッヒ ・フ ロー リス ・シ ョーペ ンハ ウアー と結婚 した20

(i実際にはショーペンハウアーの父は市参事会議員にはなつていない。ボブロフスキーはこの短編中に、いく

 つか、 卜一マス ・マンの 『ブッデンブmク 家の人々』の要素を盛 り込んでいるが、この変更点も、その要

 素のひ とつであると考えられる。この短編における 『ブッデンブmク 家の人々』の要素にっいて、詳 しく

 は、Heydebrand, Renate wn=ﾜberlegungen zur Sc}treibweise Johannes Bobrowsids. Am Beispiel des

 Prosast�ks。Junger Herr am Fenster". In=.伽 〃瞬 鋤11η鯉 訪`21(1969), Heft 5, Stuttgart 1969,

 S.100―125を参照のこと。
7シ ョーペンハ ウアーの生涯に関しては、以下の本を参照 し為 リュディガー―・ザフランスキー 『シ ョーペン
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歳 ほ ど年下 のヨハ ンナ は、夫 が療養 中だつたにもかかわ らず 、毎 日、パーテ ィーに明け暮 れてお

り、夫は孤 独に苛 まれ ていた とい う。アル トゥールは父が死んでか ら45年 も経 った後の1850

年 に なお アダム ・ルー トヴィヒ ・フォ ン ・ドス との対話 の中でこ う言 ってい る。 「女は結婚 をた

だ福 祉施設 として しか見 ていない。 沖 圏 我 が母上は父が孤独の中で死にかけてい る間に もパ

ーテ ィー を開き
、父が 苦 しんでい る間 も、楽 しんでいた。 これが女の愛 とい うものだ。j 8彼 女

は夫が死ん だときには、 自殺 の可能 性が濃厚 だったに もかかわ らず、 自己保身 のためか、事故死

だつた もの として死 亡通知 を出 した。彼 の死後、彼女は幸福でない結婚 生活 か ら解放 され 、遺産

の独 り占めを謀 り、ヴァイ マールでサ ロンを開き、ゲーテ らとの交友 を深 めた。エ ゴイステ ィッ

クに 自らの禾1溢を追求 す るこの女 性がつ けてい るのが 白い リボ ンなのであ る。

 「立 ち去」 らな けれ ばな らない人物 は、この短編 中に五人登場する。 まず、父は この世 か ら立

ち去 る。そ して父 の死 にまつわ るス キャンダル が吹 き荒 れてい る以上、母 は娘(ア ル トゥール の

妹)を 連れ てこの街を去 らなければ な らない。 「す ると噂話 は もう一度や つて くる」。そのため主

人公は 「ここに留 まる ことは できない」。彼 も立 ち去 らな ければな らないのだ。

 さらに も うひ とり。 上で も言及 した この短編 の 冒頭 を飾 る 『世 よ、 さら劇 の曲を1649年 に

作曲 した ヨハ ン ・ロー ゼ ン ミュラー(1619・1684)も また、追放 され 立 ち去 らなけれ ばな らなか

った人物な ので ある。彼 はライ プツ ィヒの指揮者兼作 曲家で、男児に対す る性 犯罪のために拘 留

され たが、逃 亡を謀 り、放浪生活 を始 め、後には ヴォル フェン ビュッテル の指揮者 になつた。彼

の名 は本文 中で は明か されない が、彼が追放 され、後 に再び 指揮棒を振 ることは本文中に明記 さ

れ てい る。彼が立 ち去 らなけれ ばな らなか った人物で あることが 、この短編においては重 要なの

であ る。

 「復 讐」心は、母 に向 け られ てい る。主人公であ る若 い紳 士は、中庭 を通 りかか る母 に切 妻壁

が落 ちるの を待 つてい る。父 を死へ 追いや つた母 に対す る恨み の念 を彼 は持ってい るので ある。

2-2.『 立 ち去 りたい』

 では次 に、『立ち去 りたい』で は、 これ らのモチー フが どのよ うに使 われ ているのかを見 てい

きたい。 この短編 は、多 種多様 な解釈 を許容 す る不明瞭な作品であるが、ここでは拙謝 で述べ

た解 釈に基づいて論 を進 めるこ とを許 されたい。

 この短編 におい て、ヘル ミーネは 「白い リボン」をつけた、一見無邪気そ うな少女 として描 か

 ハ ウアー 一 哲学の荒れ狂った時代 の―つ の伝記』(山本尤 訳)法 政大学出版局2005年 。
8同 上、90頁 。

9Nagahata , Saori:Hermine in einem ganz weiﾟen Zimmer―ﾜber Johannes Bobrowsl舖 Erz臧lung"lch

will fortgehen":日刺 蚊 学会顛 麹 脳ma曲 慨 蜘hD』 第10号(2009年)、3卜54融
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れ てい るが、金 魚の フェルナ ン ドを水か ら引き上 げる とい う残虐行為 を行 い、お ばに 「フエノけ

ン ドをす ぐに水 に戻 しな さい」 「目つ きが私の に似て い るか ら、おま えの悪 魔の よ うな復讐心 は

罪 のない生 き物 に向 けられ るんだね」と言われ る。 この場面の前半 では無邪気な子 どものよ うな

印象だったヘル ミー ネは、 「あた しは あなた を失 いた くない」 とい う台詞 とともに大人 の女 性の

雰 囲気 を帯 びて くる。大人 になる ことで彼女 は罪の 自覚へ近づ いてい く。ヘ ル ミーネ は 「窓」か

ら入 つて きた と思われ る 「光Jに よつて 自分の罪 に気 づか され 、お ばに 「立 ち去 る」こ とを命 じ

られ る。彼女 は金魚 のフエルナ ン ドを愛 してい るが、彼 女を待 ち受 けているのは フェル ディナ ン

トとい う男 である。 この場 面 を 『久 しき昔(Langlangists he1)』10と い う曲の メロデ ィが彩 つ

ている。

ヘル ミーネ の名は 、トイ トブンレクの戦い等で ロー マ軍に打 ち勝 ったゲルマ ンの英雄 アル ミニ ウ

ス(前16-21)に 後世にお いて与え られ た洗 礼名ヘル マ ンの女 性形 で あ り、 ドイ ツ ・ナ シ ョナ リ

ズムを象 徴 している。フェル デ ィナ ン トの名 は、 ドイ ツ ・ナ シ ョナ リズムの高ま りの中で建て ら

れたアル ミニ ウスの像(HermaImsden㎞aDの 除幕式(1875年)の ために、『久 しき昔(Laztg,

langists her)』 とい う詩 を謝 ・た愛国詩人 フェルデ ィナ イ ト・フ ライ リヒラー ト(1810-1876)

に由来す る。つ まり、ヘル ミーネ と同 じく、フ ェルデ ィナ ン トも ドイ ツ ・ナ シ ョナ リズム との関

連 を持つ。金魚 に付 けられ た フェル ナン ドとい う名 は、一見、 フェル ディナ ン トと見紛 うが、元

来、 ドイツ的ではない名前で ある。

 この場 面に象徴され てい るのは、 ドイツ東 方領 土にお ける第 二次世界大戦 の終戦 前後の様子で

あ る。ヘル ミーネは、本来、 ドイツの ものではない もの に対 して 自分 の所有物 であるかの よ うに

好き勝 手な振 る舞い を し、その罪 に より金魚 を失 う。つ ま り金魚 は、本来は ドイ ツの ものでは な

い東方領土、つま りボブロフスキー に とっての故郷 を象徴 してい る。

 東プ ロイセ ンの都 市ティル ジ ッ トで生 まれた ボブ ロフス キー は、 ドイツの第 二次大戦敗戦 に伴

う東方領土喪失によ り故郷を失つた。 ドイツ東方領 土の喪失 は、一般 には ドイ ツが犯 した罪 に対

す る当然の報いであ ると受 け取 られ た。ボブ ロフスキー は故郷 に対す る愛情 に とらわれ続 けた が、

自分 自身、大戦 中には ドイ ツ兵 として従軍 していた とい う事 実を重 く受 け止 め、自らが犯 した罪

から目を背 けることな く創 特舌動 を行 った。『立 ち去 りたい』のヘル ミーネが登場 する場面 には、

このボブ ロフス キー 自身の体験が反 映 され てい る。 この場面 は、自 ら犯 した罪 のため に立 ち去 ら

なければな らない者 の物語 なのである。

10この歌は、『立ち去りたい』の本文中にはlanglangistsherと いう形で出てくるが、「般にはlang, langist's

 herとい うタイ トルで知 られている。
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2―3.『 立ち去りたい』を踏まえて

 『立ち去りたい』と 『窓辺の若い紳士』に登場するモチーフの類似に注目すると、『窓辺の若

い紳士』にも 『立ち去りたい』と同様のテーマが隠されているのではないかという推測が生まれ

る。この方向で 『窓辺の若い紳士』を検討してみると、どのように読めるだろう。

 まず 「窓」は、その役割上、外部と内部を結ぶもの、あちらとこちらの境界である。『立ち去

りたい』においては外部からの影響の進入経路であったが、『窓辺の若い紳士』においては、窓

は 「閉まったまま」であるがゆえに、外部からは視覚的な1青報しかもたらさない。窓は自分の居

る場所と憧れの場所である切妻壁を隔てる境界である。窓が「僕のもの」であることの強調には、

主人公が境界に属することの暗示が込められていると思われる。だが、「ここに留まりはしない」,

ということは、主人公は境界に属することをやめなければならないのだ,短編中の文脈で言えば、

母の側と父の側の境界にいることをやめ、母の側に行かなければならないということである。窓

が閉まつたままである以上、父の側を象徴する切妻壁への接遡 ま妨げられているのだから。ショ

ーペンハウアーの母は、後に作家として活躍する女性である。富裕な商人であった父は、息子も

商人になることを望んでいたが、彼が死んだおかげで、息子は商業を放棄して学業の道に進み、

哲学者となることができた。つまり、母の側に行くということは、死ではなく生を選ぶというこ

とだけではなく、もの書きの方向へと進むということでもある。幼いうちから切り絵作家という

芸術家としての才能を認められ、完全に母の側の者として描かれているまだ8歳 の妹も、将来、

イ稼 になる。母の側へ進む一方で、ショーペンハウアーは父を尊敬しており、母との関係は常に

緊迫していた。

 この状況は、ボブロフスキー自身の体験と奇妙にも重ね合わせることができる。ポーランド人

の家系とドイツ人の家系が入 り混じつた出自であり、かつ、リトアニアとの国境に近い、ポーラ

ンド人 ・ドイツ人 ・ロシア人 ・リトアニア人 ・ユダヤ人など多民族が入 り混じる地域で生まれ育

つたボブロフスキーは、本来は、あちら側に属するのかこちら側に属するのか分からない、境界

に属する人間であったわけだが、戦後は故郷で生きるという選択肢は閉じられており、ドイツ人

として故郷を去らなければならなかったのである。そしてドイツの地において、もの書きになっ

た。彼の故郷をはじめとする、彼がサルマチアと呼ぶ広範囲を包括する東欧一帯牽彼は強く愛し

続けたが、彼の ドイツに対する感情には、ネガティブな要素も多く含まれていたと言えるだろう。

Wie(;zc)rekは、『窓辺の都 ・紳士』の主人公が、母と妹の振る舞いは恥ずべきものだと思いなが

らも、彼女たちに付いて行き、彼女たちと一緒にいることへと引き寄せられていると感じている

ことについて、「ドイツ人仲間に対して多義的な感情を持つボブロフスキーとの類似が明らかで
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ある」 と指摘 してい る。u

若い紳士の母 に ドイツを、父 にサルマ チア を重ね るこの解釈 に、更 に補足 を加 える と、シ ョー

ペ ンハ ウアーの伝記 によれば、彼の父は反プ ロイセ ン主義者で あ り、1793年 のポー ラン ド第二

次分割で プロイセ ンがダ ンツ ィヒを併 合す る折に、プ ロイセ ンによる支配を嫌 つて ダンツィ ヒか

ら自由都市ハ ンブルクへ と居 を移 した。彼 は、元はオ ランダの出の家 系であった し、息子 には国

際色豊か な教育 を施 した 息子 にイ ギ リス国籍 を持たせ るため に、身 重の妻 を強引 にイ ギ リスへ

連れて行 った ほ どで あった。12ボ ブロフス キー にとってのサルマチ アは多民族が共 存す る地 であ

り、支配 者 としての ドイ ツ人 はその地での異分子で あったので、多 文化の影 響 を受 けプ ロイ セン

嫌 いであつたシ ョーペ ンハ ウアーの父に、ボブ ロフスキー はサル マチ アを象徴 させ た のである。

母 もダンツィ ヒの生 まれなので、彼女 にもサノレマチ アの要 素が あるわけだが、ヴァイマール の社

交界 にあつとい うまに溶 け込み、その後 も死ぬまで、ボンや イエナ な ど現在 の ドイ ツに含 まれ る

都 市で生活 した彼女は、この文脈で はむ しろ、 ドイツ的で ある。 シ ョーペンハ ウアー家 の没 落に

旧 ドイ ツの滅亡 が重ね られてい るので ある。

 プロイ セン嫌 いな父の影響 もあってか、 ショーペ ンハ ウアー は、 ドイ ツ人 には批 判的 な一方 、

外 国人には好意 を示 した。 プ ロイセ ン、 ロシア、ポー ラン ドの攻防が繰 り返 され る18世 紀のダ

ンツィ ヒに生 まれ 、子供の頃か らヨー ロッパ各国 を旅 し、フランスのル ・アー ヴルの家庭に2年

間預 け られ た彼 は、 「ドイツの哲 学者」 とい う言葉で は表現 で きなレ轍 妙 な立 ち位置 にあった。

 先 に挙 げた詩 『シ ョーペ ンハ ウアー』の 中で 「同郷で はあるけ ど」 と言つ ているよ うに、ボブ

ロフスキーは同 じプ ロイセン人 として、 シ ョーペ ンハ ウアー に対 して同郷人意 識 を持 つている。

自分 の立場 の曖 昧 さとシ ョーペ ンハ ウアーの立場 を重 ね合わせ てい るのだ。『窓辺 の若い紳 士』

とい うタイ トル に、 この短編が境界 に位置 す る人物 の物語 であ ることが既 に表れ てい る。

 ボブ ロフスキー作品 にお ける 「光」について は、これまでの拙論13で も論 じてきた が、大きな

変化 の場 面、無邪気な時間か ら現実 を突 きつけ られ る時間へ移 行す る場面 に、それは登場す る。

『窓辺 の若 い紳 士』にお いて も、湾 を見 よ うと無邪気 に階 段を駆 け上 つてい た主人公 は、光 に よ

って父 の死 とい う現実に直面す る。 だが、 この短編 に出て くる光は、 あま りにも弱 々 しい。そこ

11V晩cみ〕rek, S.17G―
uだ が、イギ リスでの出産を主張した張本人であるこの父 自身の突然の心変わりで、結局、シ ョーペンハ ウア

 ーはダンツィヒで生まれることになる。
11先述の拙論のほか、「ヨハネス ・ボブロフスキーにおける闇と光 ― 『ねずみのおまつり』を中心に」:京都

大学捕 鞄 蚊 研i膣 『駿 儲 』21号(2007璃 、賂64漸 収、及び、 「期 剛 献 ルー ンとサノ瞬 チ

アlボ ブロフスキー畷 編 『蹴 走たちの至1副 にっいて」:潴 区蝉 燐 脇蚊 研 魅 『附 晧 』羽

 号(2008年)、113-131頁 所収,
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にあ るのが父 の死 体で あるこ とを認 識す るにも時 間を要す るほ ど光の量 は少な く、14し かもその

光の筋 は影 によって遮断 され てい る.こ の ことが意味す るのは、若 レ紳 士が 自分 の罪 に気 がっ い

てい ないとい うこ とで ある。ボブ ロフスキー 作品において、強い光 は登場 人物 を脅か した り罪 を

突 きつ けた りす る効果 を持 ってい る。 『立ち去 りたい』 の～ レミーネは、光の攻撃 を受 け光 に脅

か され る者 の適例 であ る。 『立ち去 りたい』 と同様、 『窓辺の若 い紳士』の直前期で ある1963年

7月 に書き上げ られ た長編 『レヴィンの水車(Lewns Mcihle)』(GW■I,9・222)で は、聖職 者

で ある夫 の犯 した罪 を知 ってシ ョックを受 けて死 んだ女 性のi綱義の場 面 において、窓 か ら光 が差

し込 む教 会15の 中で人 々が 『陽の光 を入れ よ』16と い う歌 を歌 う。その歌の 「わが心 を知 りた

ま え、わが思い しこ とを知 りた まえ、われ が悪 の道 にあるか否 かを見た まえ」 とい う箇所で、こ

の小説 の主 人公で この小説 におい て悪 を為す 中心人物 である祖 父は 口をっ ぐんで しま う。(GW

皿,179)光 を入 れる ことで祖 父は罪 の 自覚 に至 るので ある。『窓辺 の若 い紳士』の主 人公 が光の

攻撃 を受 けないのは、彼 が 自分 の罪 を認 識 しない人物 として描 かれてい るか らである。この こと

につ いては、本 論考 にお いて、別の角度 か らも論 じてい く。

 「白い リボン」は 『窓辺の若い紳 士』 と 『立 ち去 りたい』の両作品において、罪 を負 う人物 の

身 に着 け られてい る。ボブ ロフスキー作品 にお ける 「白」については、これ までの拙 論でも論 じ

てきた。その意味合い は もち ろんケ ースに もよるが、光 とともに変化 を知 らしめる役 割を持 つた

り、死 との結 びつ きを持 った り、キ リス ト教国のイメージ と結 びつい た り、一見、無邪気 そ うな

印象 を与え る役割 を持 つた りす る。 『窓辺 の若 い紳士』にお ける リボ ンの 白さは、夫 の死 を招 く

者 の しる しなのだ ろ う。そ して、一見 、無邪気そ うな少女 として描かれ ているヘル ミーネに鑑 み

る と、白い リボ ンを着 けた若 い紳 士の母が繰 り返 し 「トゥロジーナー家の者」 と呼ばれ る理 由が

inそれが父の死体であることが明かされるまでに段階が踏まれるのは、もちろん、主人公が受けた衝撃の大き

 さを伝えるためでもあるが、光の少なさを物語るためでもある。
15この場面には、羽のある生物たちが皆、輝く窓に向かって飛ぶという描写がある。『立ち去 りたい』の光が

 登揚する場面においても蝶が乱れ飛ぶb詩 『ウズラの声(伽 雁1(ぬ加轍8)』(GWI,76)で 描かれる 「ボ

 ク トビサルヨ(Flieg ich fort)」と聴るウズラに代表 されるように、羽あるものは 「立ち去 り」のシンボルで

 あると考えられ る。あるいは、この羽あるものたちのイメージには、マタイ伝の3章16節 「イエスは洗礼

 を受けると、す ぐ水の中から上がられた。そのとき、天がイエスに向かって開いた イエスは、神の霊が鳩

 のように御 自分の上に降って来るのを御覧になっ払 」にあらわれる、鳩のように降ってくる神が重ねられ

 ているのかもしれない。そ うであるとすれば、洗礼は罪を洗い清めるための騰式であるので、羽あるものた

 ちは罪を犯 した者たちも赦 され新たな生を生きることができるのだということを告げるための存在である

 と言える。
ir Ada Blenkhornが 作詞 しCharles Hutchinson Gabrielが作曲したアメリカの教区民の歌 『敵が戦いに勝つ

 のを恐れるか(加 ♪側1色町 蔽θ伽}㎡ 加 訪θα励b`匹 吻 』の翻訳に変更を加えたもの。 ドイツ語訳でよ

 く知られたものはふたつあり、その一方の 翻駅者不詳で救世軍の歌の本に掲載 されている版には、「陽の光

 を入れよ(Laﾟden Sonnenschein herein!)」というリフレインがある。(GWVI,136)『 レヴィンの水車』

 の本文中ではこの歌は 『陽の光を入れよ』とい う歌として扱われている,
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明 らか にな る。 「トゥロジーナー」 とい うのは、彼女 が少 女だ った頃までの姓 であ る。っま り、

この呼び名 を使 うこ とで、彼女が大人にな りきれてい ない こと、そ してまた、妻 や母にな りきれ

ていない ことを表現 しているのである。彼 女が大人 にな りきれてい ないこ とを無邪気そ うな印象

を与え る白い リボンが より強 調す る。また、ボブ ロフス キー に とって、 白は、サルマチ アの国 々

にキ リス ト教への改 宗を強 いた ドイ ツ騎 士団のマン トの色で あ り、シ ョーペ ンハ ウアーの母 と ド

イツ を重ね る先述の解釈 とも関連付 け られ る。 「その リボンで暗 闇の 中で もそれ が トゥロジーナ

ー家の者 だつて分かる」とい う文は、彼女が影 の国サル マチ ア17に おけ る異分子(そ こか ら去 る

べ き存在)で あ るこ とをほのめか してい る。

 ただ、彼女 を単に 臼い リボ ンを着 けた女 性と して とらえる ことはできない。 なに しろ、今 は黒

い リボ ンを着 けてい るのだか ら。 『立 ち去 りたい』の 当該 の場面 の前 半部 におけるヘル ミーネ の

リボ ンの 白さは無邪気 さを思 わせる ものであつたが、後 半部 にお ける部屋 の 白さや 蝶の羽の 白 さ

は罪 を知 ら しめる光 と密接 に結 びつい ていた。 『窓辺の若 い紳士』 において シ ョー ペ ンハ ウアー

の母は 自らの罪 を意 に介 さない人物 として描 かれ てい るた め、夫の死後 、彼 女は 白とは切 り離 さ

れな ければ な らなか つた。 白い リボンは、彼女 の子 どもつぼ さ、彼 女が死 を招 く者 であ るこ と、

彼 女が ドイツ を象徴 するこ とを暗示 し、リボンが 白では な くなる こ とが、彼 女が 自らの罪 を受 け

止めていない ことを示 しているのである。

 また、リボ ンが絹製 である ことで、彼女 が贅沢 な暮 ら しを してい るこ とが表現 されてい る。『レ

ヴィンの水車』には、 4義の 日に黒い絹製 の服 を着 るこ とが嬉 しくて たま らないク リステ ィーナ

とい うドイ ツ人女性の描写 がある。(GW皿,176f)こ の長編 の 中で は、 ドイツ人 とポー ラン ド

人の境 界の曖昧 さが繰 り返 し表現 され、同時に、特権 を得 たいがた めに ドイ ツ人を名 乗 つてい る

かの ご とき、物 質的 な欲望 に とらわれて いる ドイツ人 とそ の取 り巻 きた ちの姿 が描 かれてい る。

例 えば、 ドイツ人は 「畑や家畜や、あ りとあ らゆ る財 産 を持 ってい る洗 礼派 たち」(GW皿,92)

と言い換え られてい るし、 「不足 してい る洗#1盤 や次 の納 屋の増築」(GW]皿,78)の ことば か り

が気 にかか つている説教師 フェラー は、裕福 な ドイ ツ人 であ る 「祖 父」 に取 り入 る。 「祖 父」 の

妻であ るク リスティーナは、シ ョーペ ンハ ウアー の母 と同様 、夫 よ り20歳 若い。 また、 ク リス

テ ィーナ は 「きれい な女 閏 で 、 「誘惑 とい う精神 的試練 を課 され た肉体」 を持 つてい ると され

てい る し、シ ョーペ ンハ ウアーの母 も 「とても好 ま しい」容 姿 の女 性 として描かれてい る。 この

点の一致が意図的にな され た ものであるかは分 か らないが、絹製品が贅沢 の象徴 として使われ て

い るのは間違いないだろ う。

 父 と母の関係についてのスキャンダル のために強い られ る 「立 ち去 り」は、サル マチア と ドイ

11ボブロフスキーの第二詩集のタイ トル 『影の国 河たち(,Schattenland Stzv'me)』の 「影の国」は、サル

 マチアを指す。
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ツの 関係 が原因 で生 じた東 方 ドイ ツ人 の退 去 ・追放 に比せ られ る。歴 史上のシ ョーペ ンハ ウアー

の父 が死 んだ揚所 はハ ンブル クで あるはず だが、この短編 の舞 台はヨーペ ン小路 とい う通 り名 か

ら分 かるよ うに彼 の生まれ故 郷ダ ンツィ ヒである。この変更 は、若い紳 士の立ち去 りを東 方か ら

の立 ち去 りとして読ませ るためで あろ う。 さらに、ローゼン ミュラー の生涯 をそこに重ね て読む

こ とで、この短 編にお ける立 ち去 りは 自らの罪 が原 因であるこ とが強調 され る。この短編 の主人

公 である若 い紳 士は、母 と妹 の態度 を非難す る姿 勢を とり、自らの罪 に言及す る ことは しない が、

彼 にも罪 の一端 があ るはず ではない か。シ ョーペ ンハ ウアー は、父の生前か ら、父 の希望 に反す

る方 向へ進 も うとしてい たのだか ら。

 自らの罪 は棚 にあげ て、母 に 「復讐 」心 を向ける点に、この短 編の主 人公 の大きな特 色がある。

つ ま り、母だけで な く彼 もエ ゴイステ ィックな人間 として描かれてい るの である。 「人 の生きん

とす る根 本意志は、 鯉 性を欠 いた盲 目的な迫力』 であ る以上、残忍な暴力本 能や 殺害本 能を孕

ん でいる」18と す るシ ョーペ ンハ ウアーの思想 に沿 うよ うに、この主 人公は母 に向かつて切 妻壁

が崩れ落 ちるこ とを望む。その一方 で彼 は、母 たちの後を追つて ヴァイマ ールへ行 くこ ととなる。

 ここに、先に挙 げたWiecwrekの 引用で言われ ていたよ うな、ボブ ロフスキーの立場の微妙 さ

が表れ ている。ボ ブ ロフス キー 自身 、 自分 が ドイ ツ兵 として戦 地へ赴 き、 ドイツ人 として罪 を犯

した人 間の一人 であ るこ とを 自覚 しなが らも、故郷を奪われ る原因を作った ドイツに対 して他人

の罪 を責める よ うな感 清を抱いて しま うことがあつたのだろ う。故郷 を奪 われ た上に、東 方避 難

民 を受け入 れる側 の ドイ ツ人 には余 所者 ・田舎者 として扱われ 、悔 しい想いをする こともあつた

はず だ、

 その一方で、ボ ブロフスキー は ドイ ツ本国で作家 として認 め られ成功 している。シ ョーペ ンハ

ウアー も商人の道 を放 棄す るこ とを許 されたおかげで、哲学者 として名 を残 した。 ローゼ ン ミュ

ラー も、逃 れた先 のイ タ リアで作 曲家 として有名 にな り、イタ リア ・バ ロックと ドイツ ・バ ロ ッ

クをr蛤 させた特異 な音楽 で、現 在にまで名 を馳 せるよ うな作 曲家になった。立ち去 りの経 験が

む しろ新 しい人 生の糧 となつてい るの もあって、ボブ ロフスキーの ドイツに対す る想 いは より複

雑 にな る。尊敬 する父 を失い 、そ の原 因であ る母 と上手 くや れないものの 、母の手な しにはやっ

ていけないシ ョーペ ンハ ウアー にその想いが重ね られ てい る。

 この章の最後 に、若 い紳士 の復讐 心が描かれ てい る箇所を見てみよ う。

  なぜ僕の耳 には聞 こえな いのだ ろ う、木材[Ho圖 が め りめ り音 を立 て、梁 がぎ しぎ

  しき しみな が ら互 い に め り込 み合い 、ほぞが 吹つ飛 び、水 平梁 【Schwe皿e]と 間柱

18竹 田純郎 「ショーペンハウアー」:岡崎文明 他 『西洋哲学史 ― 理性の運命と可能性1昭 和堂2000年 、

 255261頁 所収、258頁 。
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  【St舅der]が 捻 じ曲 が り、 横 桁 と筋 交 い が 支 柱 を外 へ と 、 嵐 対 策 の 筋 交 い

  [Sturmb舅der]を わきへ と圧迫す る様 が?切 妻壁 は前へ と傾 かないのだ ろ うか?僕

  はそれ を待 つてい るのか?切 妻壁 が落 ちる こと、 下にあ る切 り絵へ と崩れ 落ち るの

  を待 ってい るのか? (GWN75)

 母 は妹 が作 る切 り絵作品 に喩 え られ、不快 な音19を 立て なが ら切 妻壁が落 ちる様 子は非 常に詳

細 に想 像 され ている。だが この詳細 さは、若 い紳 士が切 妻壁 の崩壊 を リアルに想像 して いた こと、

切妻壁 が落ちるのを切 に望 んでいた こ とを表現す るた めにのみ あるのではない。この切妻 壁崩壊

の詳細 な描 写には、ボブロフスキー の ドイ ツに対 する恨 みの念 が描 きこまれてい るのである。そ

れ は、Sturmb舅derと い う語 か ら読み取れ る。上の引用 では、 「嵐 対策の筋交い」 と訳 した この

語 には、それ とは異なる意味 がある。ナチ親衛 隊が 制服 として着 用 していた褐色 シャツの左袖 の

折 り返 し部分 に付け られて いた、くすんだ 白に縁 取 られ た黒 い腕 章がSturmbandと 呼ばれてい

たのであ る。 さらに、Holzと い う語 にはナ チ党員 カール ・ホル ツ20の 、 St舅derと い う語 には

ナチ党員 ヨーゼ フ ・シュテ ンダ」21の 名 が隠され てい るとも考 え られ る。つ ま りこの箇所で崩れ

落 ちる ことが望まれているのは、ナチス を象徴す るもの なので ある。そ して、境界 としての敷居

の崩壊 も願われてい る。故郷喪失の原因 を作つたナチ スに対 す るボ ブ ロフスキーの怒 りの感 時が、

ここに表現 されてい る。

 『立 ち去 りたい』のヘル ミーネは、故郷 を象徴す る金 魚に対 して、それ を愛 してい るにもか か

わ らず、傍 か ら見れば 「復讐」 ととられかね ないよ うな暴力行為 を行 った。若い紳 士 の復讐 心 と

は逆の方 向性で ある。サルマチアの側か ら見て も追放 され るべ き敵で あ り、 ドイツの側 とも場 合

によって は互い に反 目し合 わなけれ ばな らなかつた東方避葵眠 の苦難 が、『立ち去 りたい』と 『窓

辺 の若い紳士』 を並べて読む ことで見 えて くるので ある。

19短編 『ベー レン ドルフ(伽 伽 繍 』(GWN97-112)で 、ベー レン ドルフの葬儀の 日にとどろく、ぎ

 しぎしいう音(K血schen)や 『立ち去りたい』におけるざわめき(Sausen)な ど、ボブロフスキ―一一作品に

 おいて決定的な場面には不快な音が伴う。
mカ ール ・ホルツ(1895-1945):1922年 にナチ突郵 隊と国家仕会主義 ドイツ労働者党に加わる。1924年 以

 降、二・Lルンベルクの市議会議員に,1927年 から反ユダヤ主義の週刊新聞『シュテCLルマー ①er St血ner)』

 の編藻者を務め、1942年 にフランケンの大管区指導者代理、1944年 に大管区指導者になる。1945年 ニ ュ

 ル ンベル クでの最後 の戦 いで命 を落 とした。Vierhau, Rudolf(Hrsg―):.磁 α勧 θBiographische

 Enzyklop臈ie.2. Ausgabe. Sand 5. M�chen 2006,5.113.
21ヨーゼフ ・シュテンダー(1894・1976):1925年 に国家杜会主義 ドイツ労働者党に加わる。 もともとは医者

 であるが管区長 となり、その管区の指導的政治家 となつた。1945年6月 に逮浦され、収容所送りとなつた。

 刑期を終えた後、1952年 から再び診療所で医者として働く。Bademacher, Michael:Die Kreislei―lar der

 NSDAPim Gau WeserEms. Mazburg 2005,5.331-333.
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3.世 よ、さらば

 『立ち去りたい』には、ボブロフスキー自身が体験した第二次大戦期の出来事が反映されてい

るだけではなく、ゲルマン民族とローマ軍の戦いという遠い昔の戦争の要素が組み込まれている

わけだが、『窓辺の若レ紳 士』においては、ナポレオン戦争の影がちらついている。それが読み

取れる箇所を引用する。

  帳簿係のベンディックスは暗い色の服を着て立つていて、いつものように首を振り振

  り、ジュニアという付け足しっきのピットの名前を漏らす、自分の贈ることのできる

  貴重な機密情報として、つまり、英国、そして欧州の勢力全体、つまり当地にとって

  も重要な、つい最近ミラノでさらなる冠を戴いたこの成り上がり者殿に向けられた新

  連合のこと(GW IV 74)

 ここで言われているのは、英国首相小ピットの提唱で結成された第三次対仏大同盟のことで、

成り上がり者殿とはナポレオン ・ボナパル トのことを指す、一見、本文全体の内容と関係のない

事柄に思えるが、実在のショーペンハウアーの父が亡くなった背景には、ナポレオン戦争の影響

で商売がうまくいかなくなったことが一因としてあるとされており、この歴史的出来事を挿入す

ることによつて、国家の動きが商売、ひいては個人の生活に強く影響を与えるものであることが

ほのめかされている。主人公の立つ場所と切妻壁の間には窓だけではなく中庭もあり、主人公が

見下ろす中庭にあるのは、ナポレオンについての会話である。つまり、憧れの場所としての切妻

と主人公を隔てるのは大国間の対立関係であるということが象徴的に描かれているのである。ま

たナポレオン戦争は、ボブロフスキーが執筆活動のテーマとして掲げる 「ドイツ人と東欧諸民族

の関係」について考える際には無視できない出来事でもある。より詳しく言えば、ナポレオンの

侵略によって受けた屈辱から、ドイツでは民族主義運動が広がりドイツ統一の気運が高まってい

き、多民族主義仕会だったプロイセンは、その後、ビスマルクの時代にはドイツ帝国へと組み込

まれ、プロイセン国民はドイツ民族文化に同化されていくこととなる。こういつた歴史の流れの

中で失われていった多民族共存社会への憧l景こそ、ボブロフスキーの作品の中核を成すものであ

り、母の側へ行くことにためらいを感じているショーペンハウアーの姿を描写するとともに、ナ

ポレオン戦争に言及することで、この短編が民族問題と関わるものであることがより強調されて

いるのである。

 人類の歴史の中で絶えず繰 り返されてきた戦争に対する嘆きが、この短編の一要素であること

は、実は冒頭の一文に既に隠されている。冒頭の一文とは、先に引用した 「世よ、さらば、我は

汝に倦みたり」である。この文に曲をつけたのはmゼ ンミュラーだが、詞を書いたのは作家で
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あ りプ ロテス タン トの神学者である ヨハン ・ゲオル グ ・アル ビヌス(1624・1679)で あ る。彼の

作 品には総 じて、三 十年戦 争の経 験が影 を落 と してお り、『世 よ、 さ ら劇 も、その例 に漏 れな

い。ボブ ロフスキーは、この詞の最 初の節 を 自分の手書 きの歌 の本 に書 き留 めている。我 々もそ

れ に 目を通 してみ よ う。

  世 よ、 さらば、我は汝に倦みた り、

  我 は天へ と向かわん。

  其処 には真 なる平和 と

  永久 に誇 らかな る安 らぎあ らむ。

  世 よ、汝 の許に あるは戦に謬い、

  全 き虚 ろよ りほ力何 もなし、

  天 には絶 え ざる平和 と

  歓喜 と至福 、(GW VI,331)

 シ ョーペ ンハ ウアーのペ シ ミステ ィックな思想 とのつ なが りを持 ち、かつ 、不和だ らけの世 の

中を嘆 く、ま さに作品全体 のテーマ を規定す る歌 である と言 えよ う。『立ち去 りたい』のヘル ミ

ー ネの場 面の主題が 『久 しき昔』に隠 されてい るよ うに
、この短 編 も歌が作品全体 の方 向を示 し

ているのである。

 また 、Henkysも 指 摘 してい るよ うに、この短編 に繰 り返 し出て くる 「霧 」のモチー フもこの

歌 と関係 してい る。 この歌 の後の版 の3連 目を引用す る。

  此 の世 の慶 びとは何ぞや。

  霧 、かすみ、そ して心痛 。

  此の黒き荒 野には

  悪 徳ぞ撒 き散 らされた る。

  世 よ、汝 の許 にあるは戦 に諦い、

  全 き虚 ろ よ りほカイ可もな し、

  天 には絶え ざる

  平和 と安 らぎと至福。2a

 Henkys, J�gen Singender undgesungener Glaube. Hymnologische Beitr臠e in neuerFolge. G�tingen

 1999,5.50.
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 心漏 と並べ られ てい るこ とか ら分 か るよ うに、霧 はネガテ ィブなもの と捉 え られ ている。短編

中では、霧 は切妻 を隠す ものであ る。憧れの場所 を覆 い隠す霧。そ して父の死 にまつわ る真実を

覆 い隠す霧。霧 が晴れ て切 妻が見 え るよ うにな ると、若い紳士は母も妹 も自分 も立 ち去 らなけれ

ばな らない ことを 自覚す る。ボ ブロフスキー作品においては、通常は現実の受 け入れの描 写には

光 が伴 うのだが、『窓辺 の若 い紳士』では、この若レ紳 士が 自らの罪を 自覚 していないがゆえに、

罪 を負 つて生き る運命 の受 け入れ は、光の描写ではな く霧が晴れ る描 写に よつて表現 され ている

のである。霧は主 人公 に現 実 を受 け入 れ させ るためにのみ晴れ るのであつて、主 人公 が立ち去 り

の運命 を受 け入 れ る と、霧 はまたや って くる。 この短編は 「切妻の上 に霧 は再び来 るだろ う。」

とい う文で終わ つてい るのであ るD立 ち去 ることで、憧れ の地は見 えな くな り、 「此の世 」には

さらなる心薦 と悪徳 と謬 いが訪れ る。立 ち去 つた後 も若い紳士はおそ らく母 を恨み続 け るだろ う

が 、母に対 する復讐心 こそが ま さに悪徳で ある。そのよ うな感 晴で 目の前 がかす んで、問題 の本

質 、現実 はむ しろ見えな くなる。問題 の本質 を覆 い隠 し謳 いを呼ぶの が霧 であ り、霧 に覆 われ戦

い の絶 えない世 の 中を嘆 くのが 『世 よ、 さら圃 の歌 であ る。

 だが、 この歌は歌 われな い。 「君 たち」が歌を歌わない ことへ の言及 には、 どのよ うな意味が

あるのだ ろ うか。 『立ち去 りたい』 の中の 「ピア ノの前 に月爵卦けなさい。音楽 は悪魔 を追い払つ

て くれ る。Jと い うおばの言葉 に顕著 に表れてい ることだが、ボ ブロフスキーは音楽 を 「悪魔を

追 い払 う」力を持つ もの と して扱 つてい る。この ような彼 の音 楽観は 、以下の ようなル ターの考

えか ら影響 を受 けてい る と考 えられ る。

  …音 楽は しつ けの名人 で、人 々をよ り穏や かに、よ り優 しく、よ り行 儀良 く、よ り理

  性 的にす る。 【中略】音楽 は神 の贈 り物で あ り、悪魔 を追 い払い、人 々を楽 しい気分 に

  し、人々はその際 、あ らゆ る怒 りや 性的放縦、不遜 、その他の悪 徳を忘れ る。23

この言葉 はバ ロック期 を通 じて広 く親 しまれ た言葉 で、バ ロック期の 音楽 家の多 くは音楽 の倫理

的作用 を信 じていた。ボブ ロフスキーは、ディー トリヒ ・ブ クステフーデをは じめ とす るバ ロッ

ク期 の音楽家に傾倒 してお り、 この 時期 の音楽については相 当な知識 を持 ち合 わせ てい た。 『世

よ、さ らば』の作 曲者 であ るローゼ ン ミュ ラー も、バ ロ ック期の音楽 家で ある。この時期 の音楽

につ いて学ぶ中で、ボ ブ ロフス キー がバ ロック時代 的な音楽観 か ら影 響 を受 けたのは、ご く自然

な こ とであっただ ろ う。先 に挙 げた 『レヴィンの水 車』の葬儀の場面にお ける 『陽の光 を入れ よ』

の歌 をめ ぐる描写 に も、明 らかに音楽 の倫理性 を信 じる気持 ちが込め られ てい る。『窓辺 の若 い

幻ScUaxlau, U】f伽 お ゐ蝕r(～601「1醐 曲 ル匝一. Ein BeilzagzurMusikanschauung des

 :, ,  Harburg 1969, S。99.

                   -131一



紳士』 におい ては、歌が歌 われないため、悪が追 い払 われ る ことも罪 が 自覚 され るこ ともない。

謳 いの ない社会 が願われ るこ ともな ければ、真実 が覆い隠 され るこ とのない 社会 が願 われ るこ と

もない。次の章 では、歌を歌 わない 「君たち」 とは どの よ うな存 在なのか を見てい きたい。

4.君 た ちと僕

 『窓辺 の若 い紳 士』の前 半に 「そ もそ もなぜ僕 は君 たち と話 さね ばな らない のか?[中 略】僕

が君た ちな しには、君たちの手や 声な しに は生 き られ ない か らか?そ れについた 血や 錆な しに

は生 き られない か らか?」 とい う文章があ る。血 と錆 は、注釈(GW VI,331)で も指 摘 されて

い るよ うに、 ボブロフスキーの詩のい くつかにおいて 共に登場す る。

例 えば、『ゲル トル ト・コルマル(GeriizrdKolmar)』(GW I,116)の3連 目には こ うある。「私

の言 語は うろつ きまわ り、血 によつて錆付いてい る。」 ゲル トル ト ・コルマルは、 ユダヤ系の女

流詩人で、ナ チスによって1942年 に強制連行 され 、その後、行 方不 明になつた。 さらに、両親

を収容所 でな くしたユダヤ人詩人パ ウル ・ツェ ランに捧 げ られ た 『復 活(Wiedererweckung)』

(GW I,203)と い う詩 に も、 「生気 を与 えよ、言葉 で、木 々 と肺 の 中の血 に、錆 を打ち落 とせ、

壁 や階段 か ら、君の両手に留ま る錆 、そ こで錆 は君の釘 を餌 にす るか も しれない。」 とい うふ う

に、血 と錆は登場す る。

 これ らの詩 に登場す る 「錆 」は、Degenも 指摘 してい るよ うに、24お そ らく旧約 聖書のエゼ

キエル書 の24章 に出て くる 「錆 のつい た鍋」と関係 してい る。24章 の6節 には 「錆 のついた鍋、

その錆 は取 り除き得 ない」 とある。 それ は 「都の 中に流 血が あるか ら」であ り、主は、火で あぶ

るな どして錆 を取 り除 く努 力をす る よう言 うが、それ で も錆 は取れ ない。13節 において主は言

う。 「不貞 に よつてお前が汚れ たので、わた しは清 め よ うとした が、 お前は汚れか ら清 くな らな

かつた。 わた しが憤 りを晴 らすまで清 くな るこ とは決 して ない」。つ ま り錆 とは、罪 に よる汚れ

なのである。上 に挙げた詩 も、それぞれ流血の時 代 と密接 に関係 してい る。

 それ では、手や声に血や錆のついた 「君た ち」 とは どの よ うな存在 なの艪ｻ れ は、罪 に汚れ

た者た ちであ り、その中には母 と妹 も含 まれ る。それ はまず 、 「歌 う代 わ りに僕のた めにSatzを

数 えなおす君 たち」 とい う表著肋aら 分か る。歌 との 関連 か ら、 このSatzに は楽章 あ るい は楽節

とい う意 味も含 まれてい る と考 えられ るが、25父 の死 後 とい う状 況か らす る と、遺 産の基準額 を

 Degen,5.164.
%『 レヴィンの水刺 では、「これが第―楽 節」(GW HI,9)、 「いわば第二楽節」(GW皿,11)と い う具合に、

 話の展開が楽節で表現され、ノ」説 全体が曲に喩えられている。語 り手は に れまでの楽節を数え直して」(GW

 ■1,78)み たりもする。『窓辺の若レ紳 土』の中に出てくるSatzは 、この 「楽節」と掛けられていると考え

 られる。
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意味 してい る とも取 れ る。家族 が死 んで も、世を僅 む どころか遺産 のこ とばか り考 えているのが

「君 たち」なので ある。 「そ して君 た ちは行 かなけれ ばな らないだろ う」、r君 た ちは うわ さの種

にな つた、僕は君た ちを外 へ連れ 出す だろ う、たたき出 し、送 り出す だ ろ う」、 「そ うして君 たち

は去 る」、 「ただ立 ち去 る こと、君た ちの後 を追 うこと、僕の基準 額(Satz)を 数 えるのを君 たち

に委 ねるこ と」 といった文に現 れ る 「君た ち」は、明 らか に母 と妹を思わせ るが、なに しろ 「君

た ち」は 「五つか六つ の声」で あるため、単純に 「君 たち」=「 母 と妹 」 と捉 えるわけにはいか

ない。

 「君 たち」はむ しろ、若い紳 士の心 の中にい る者 として捉 え るべきであ ろ う。 冒頭で 「世 よ、

さ らば、我 は汝 に倦み た り」 とい う言葉 が唱え られた直後に、 「ここでは 、そ んなこ とまつた く

言 うべ き じゃない」 とい う言葉 が続 く。それ は 自殺 を想 う声 と、それ を禁 止す る声が存 在す る と

い うことで あるが 、彼 自身 のほかに 、それ を禁 止 して くれ る者 の影は見 当た らない。 「君 たち」

に含 まれ る母 と妹 に して も、若 い紳 士が心の 中で語 りかける対 象 としての母 と妹 であ り、実際 に

母 と妹 に面 と向かって語 りかけてい るわけでは決 してない。母 と妹は 「女た ち」 とも呼ばれ てお

り、 「君た ち」 と 「女 た ち」 は別の ものであ るかの よ うに読 める。実際 にいる母 と妹 と若 い紳 士

の心の中で語 りか け られ る対 象 と しての母 と妹が区別 されてい るので ある。

 母 への復 讐を妄 想 し父 の側 に ある死 に憧れ る 「僕 」 と 『世よ、 さらば』の歌 を歌わない 「君た

ち」。 「僕」 は 「君た ち」に語 りか けなが ら、 自分 の中に血や 晴に汚れた者がい ること、それ を取

り除 くことはで きず、罪 を負 つた者 と して生 きていか ざるを得 ないこ とをおぼろげに感 じている。

ただ この時点では、罪 で汚れ た 「君 た ち」 を 「僕 」は 自分 自身 と切 り離 して、まるで他人 である

かの よ うに受け止 めてい るが。

 『レヴィンの水車』 の中に、以 下の よ うな文章があ る。

  父の罪 過は3代 、4代 まで子 につ きま と う。そ こで、父や 祖父につ いて語 るな ら、 こ

  れ らの父や粗 父も、3代 目か4代 目か27代 目の子なのだ とい うこ とを我 々は知 らなけ

  ればな らない。 そ うす る と、 あち こち探 り始 めた らき りが ない。 我々 は罪人 を次々 と

  見っ け、彼 らを非 難す るが 、自分 た ちの ことは除外 して黙ってお くかも しれ ない。(GW

  III,126)

 この文章 はま るで 『窓辺の若 い紳 士』の主 人公へ の警 告であ るかのよ うに読 める。彼 は母 が犯

した罪 を責 め、彼 女が原 因で起 こつたスキャ ンダル が 自らにも付 きま とい、自分 まで立ち去 らな

けれ ばな らない こ とを嘆 くが 、罪 の歴 史 ははるか昔 まで遡 られ るものであ り、そ して、彼 自身 も

罪 を犯 して いるのであ る。彼 は、 「君 た ち」の声や手 に血や 錆が付いてい るのではな く、 「僕」の
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声や 手にそれ らが付 いているこ とを 自覚 しなけれ ばな らない。母 と妹 も含む 「君 たち」の罪 を 「僕 」

の もの として引 き受けなけれ ばな らないのだ。 僕 」 と 「君 」の 間にあ る差異 を取 り払 つて相 手

の幸福を願 うところに こそ、満 足 ・幸福 がある とい うのが シ ョー ペ ンハ ウアー の教 えで もあ るの

だか ら。26「 世 よ、 さらば、 ここではそんな ことま った く言 うべ きじゃない、すべて の文 が言

い終え る前に嘘 になって しま う今 、 ここで は」(GW N 73)と い う文 は、思想 と実際 の行動 が

見事に矛盾 した ショー ペンハ ウアー に対す る批判 のよ うにも読 める。上 に挙げた よ うなこ とを説

きなが ら母 を責 め続 けた矛盾 こそが批判 され るべ き点で あ り、ここに、 ドイツ人 として生 きなが

ら ドイツを外側 から批 判 して しまいがちな者 の 自己批 判が重ね られ るだ ろ う。

5.お わ りに

 ドイ ツが東欧諸民族に対 して犯 した罪 の問題 につ いて考 える とき、ナチス時 代の こ とだけでは

な く、ず っ と昔 のこ とにまで遡 らな ければな らない とい うこと と、自らの罪 を棚 に上 げてはな ら

ない とい うのは、ボブ ロフスキーの基 本的 な立場 であ る。だが 、自らの犯 した罪だ けな らい ざ知

らず、何代 も前か らの祖先 たちが犯 した罪 にまで付 きま とわれ なが ら生 きてい かなけれ ばな らな

い とは、なん と苦 しい ことだろ う。

 『窓辺の若い紳士』や 『立 ち去 りたい』には、そ の ことに対す るボブ ロフス キーの 苦h'�ﾌ声が

響いてい るよ うに思われ る。 『窓辺 の若 い紳士』 にお いては、特 に、母 への復 讐心 の描写 と 『世

よ、 さ らば』の 歌に。『立 ち去 りたい』においては、 タイ トルそ のもの と、作品の最後 の声1の

台詞、っま り、 「立 ち去る とは ど うい うことなのか、 いまだに分 か らない」や 「ど うや つて 自分

自身か ら立 ち去 るのか?仲 略】付 け加 えて よけれ ば、我が家 族の もとにい る場 創 鵡 」といつた

文 に。

 これ らの文 は、「意志を否定 した ところに至福 が ある」 とす るシ ョーペ ンハ ウアー眉想 へ の疑

念 にも思 える。罪まみれの人 生か ら立ち去 って 、真 の平穏へ と到 りたい けれ ど、自分 自身 の意志

を捨て去 るこ とが、 どうすれば可能なのか。 シ ョーペ ンハ ウアー は、禁欲 を極 め、食 を断 ち、種

の繁殖 を行わな ければ、個体の死 と共 に解脱す るこ とが できる と考 えているが、既 に家族 を持つ

てい るボブaフ スキーの場 合は、苦 悩が子 に引き継 がれてい く連鎖 を止 めるこ とは不 可能 なのか、

とい う疑念で ある。

や は り、意志 を捨て去 ることな ど不可能 だろ う。だか ら、苦 悩 し続 け るしかない。復讐す るこ

とでも、 自殺 す るこ とで も、救い は得 られない。血 と錆 を くつつ けた 「君たち」 とい う名 の苦 悩

な しに生 きるこ とはで きない。『窓辺の若い紳士』の終 盤に ある 「ただ立ち去 るこ と、君 たちの

器 エ ドゥアール ・サンス 『シ ョーペンハ ウアー』(原田佳彦 訳)白 水社1994年 、96頁 。
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あとを追 うこと[中嘲 僕がただ君たちの声なしには生きていけないからか?僕 が君たちの手

なしには生きていけないからか?」 という文章には、半ばサノレマチア人でもあるのに、なぜ自分

は ドイツ人として生きるのか、なぜ ドイツ人としての罪を負いながら生きるのか、という著者の

心の葛藤が表れている。ボブロフスキーはドイツ兵だつたという自らの罪をしつかりと自覚しな

がら戦後を生きたが、捕虜として、また故郷喪失者として、罪の報いを受け続けるその人生にお

いては、つい上の世代の者や他者を責めたくなる気持ちになることも時にはあつたはずt

 ショーペ ンハウアーは、優生学的思想を持ち、後にヒトラーにその著書を愛読された。そのシ

ョーペンハウアーに、ボブロフスキーは、罪を負う人間として、だが自分の罪よりも、つい祖先

や他者の罪ばかりを責めてしまう人間として、自分を重ねた。母のみに父の自殺の責任があると

みなすショーペンハウアーは、他者に罪を押し付けようとしてしまう人間心理を描く上で、恰好

の材料であったのだ。

 『窓辺の若い紳士』には、ドイツとサルマチアの両方の要素を持ちながら、ドイツ人の犯した

罪に対する報いとも言える立ち退きを強いられ、時として、半分サルマチア人である自分が、な

ぜ ドイツ人の罪を被 らなければならないのだろうという思いが、つい心をよぎることもあったで

あろう東方出身の ドイツ人の心理が隠されているのである。
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              Schopenhauer an der Grenze 
 — Über Bobrowskis Erzählung Junger  Herr  am  Fenster — 

NAGAHATA Saori 

  Der Protagonist in Johannes Bobrowskis Erzählung Junger Herr am Fenster ist 

der Philosoph Arthur Schopenhauer einige Monate nach dem Tode seines Vaters. Er 

steht hoch oben an einem Fenster, von dem aus er hinüber zum Giebel jenes Speichers 

sehen kann, in dem sein Vater Selbstmord begangen hatte. Die Erinnerung daran, 

dass er im Schatten des Lichts, das aus einer der Luken in den gegenüberliegenden 

Innenraum fiel, plötzlich seinen erhängten Vater sah, spukt noch immer in seinem 

Kopf. Überzeugt davon, dass seine Mutter am Selbstmord des Vaters schuld sei, 

erwartet er, dass der Giebel des Speichers über der in seiner Imagination unten 

vorbeigehenden Mutter mit dem weißen, nun durch ein schwarzes ersetztes 

Seidenband im Haar zusammenstürzt, ein Gedanke, der nichts als dem Wunsch nach 

Rache an der Mutter für den Tod seines Vaters entspringt. Aber der Giebel stürzt nicht 

ein. Der durch den Selbstmord verursachte Skandal ist inzwischen stadtbekannt und 

wird in Kürze seine Mutter und Schwester dazu zwingen, Danzig zu verlassen, und 

auch er wird ihnen folgen. Das ist, knapp zusammengefasst, der Inhalt dieser 

Erzählung. 

Bobrowskis SchopenhauerDoppelxenie läßt sich entnehmen, dass er mit den 

Gedanken Schopenhauers keineswegs übereinstimmte. Wenn dem so ist, dann muss 

man sich fragen, warum Bobrowski in dieser kurzen Erzählung Schopenhauer als 

Modell für die Hauptperson gewählt hat. Die bisherige Forschung hat den 'Ibxt so 

gelesen, dass in ihm der Seelenzustand des Künstlers, der in einen Zwiespalt zwischen 
Konvention und Leidenschaft gerät, beschrieben wird. Aber meiner Meinung nach 

werden in der Erzählung auch die Gefühle der Deutschen, die nach dem Zweiten 

Weltkrieg die jetzt ehemaligen Ostgebiete verlassen mussten, beschrieben. Im Hinblick 

darauf will ich im Vergleich mit anderen Werken Bobrowskis und Schopenhauers 
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 realer Biografie diese Erzählung interpretieren. 

Das erste Kapitel dient einer genauen Einführung in den lbxt. Eng verbunden 

damit ist, wie auch in den folgenden Kapiteln, der Versuch einer Beantwortung der 

Frage, warum Bobrowski gerade Schopenhauer zum Protagonisten seiner Erzählung 

gemacht hat. 

  Im zweiten Kapitel werden Motive wie „das Fenster", „das Licht", „lauter weiße 

Schleifen / das weiße Seidenband", „das Fortgehen" und die „Rachsucht", die auch in 

der Erzählung Ich will fortgehen eine wichtige Funktion haben, näher betrachtet. Die 

Interpretation des Textes zielt vor allem darauf dass der Vater die Heimat, d.h. den 

Osten — in diesem Falle Danzig — symbolisiert, die Mutter Deutschland und der 

Protagonist „der junge Herr", den Menschen, der dazwischen steht. Wichtig in diesem 

Kontext sind die ambivalenten Gefühle des Autors für Deutschland, was sich in der 

zwiespältigen Haltung des Protagonisten der Mutter gegenüber widerspiegelt. 

  Das dritte Kapitel setzt sich damit auseinander, dass die Koalitionskriege den 

historisch-politischen Hintergrund der Erzählung bilden, dass der Satz „Welt ade, ich 

bin dein müde", der am Anfang der Erzählung steht, die erste Verszeile eines Liedes 

von Johann Georg Albinus (1624-79) ist, und dass dieses Lied leitmotivisch nicht nur in 

Zusammenhang mit dem Selbstmord von Schopenhauers Vater zitiert wird, sondern 

auch mit dem Krieg. 

  Das vierte Kapitel behandelt die Frage, wer mit „ihr" und „euch" gemeint ist, von 

denen der Protagonist spricht, und es wird gezeigt, dass er denkt, dass nicht er die 

Schuld trägt, sondern „ihr". 

  Im fünften Kapitel wird abschließend dargelegt, dass in dieser Erzählung die 

Gefühle, dem Schuldbewusstsein entgehen zu wollen, ausgedrückt werden und der 

junge Schopenhauer, der allein der Mutter die Schuld gibt, die passende Person war, 

um solche Gefühle symbolisch zu beschreiben. 
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